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必
然
的
に
と
も
な
う
世
界
史
上
類
例
を
み
な
い
ほ
ど
の
急
速
な
資
本
蓄
積
の
強 

行
こ
そ
が
、
そ
う
し
た
前
近
代
的
な
諸
関
係
を
徹
底
的
に
利
用
し
た
の
で
あ 

り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
.

か
、
そ
の
た
め
の
必
須
の
前
提
と
し
て
、
，ま
さ
し
く
資
本
蓄 

賴
の
法
則
が
こ
れ
を
不
可
欠
の
も
の
と
し
た
と
い
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

あ
く
ま
で
.も
日
本
資
本
主
義
史
上
に
お
け
る
資
本
制
国
家
の
政
策
と
不
可
分
の 

関
係
に
お
：い
て

、

封
鎖
的
労
働
市
場
や
年
功
序
列
制
.

な
ど
の
.

諸
要
因
が
生
.み
出 

さ
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、

ア
ジ
ア
的
村
落
共
同
体
.の
遺
制
の
み
を
強
調
す
る 

こ
と
は
、
戦
後
に
お
け
る
封
鎖
的
労
働
市
場
が
、
封

建

的
•

絶
対
主
義
体
制
の
' 

崩
壊
の
な
か
で
、
む
し
ろ
成
立
し
定
着
し
た
事
実
に
た
い
し
て
き
わ
め
て
不
充 

分
に
し
か
論
証
し
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
四
に
、
本
書
に
は
、「

ア
ジ
' 

ア
的
村
落
共
同
体
の
遗
制」

を
も
.

っ.
.て
、
社
会
政
策
に
お
け
る
社
会
理
論
を
一 

貫
し
て
お
ら
れ
る
点
、
そ
の
理
論
性
に
敬
意
を
表
す
る
が
、
も
づ
と
‘も
重
大
な 

問
題
は
、
西
欧
資
本
主
義
に
た
い
す
る
絶
対
視
、
そ
の
立
場
を
^
^
型
的
な
も
め 

と
し
て
把
握
し
て
、
そ
の
立
場
か
ら
わ
が
国
の
特
殊
性
の
強
調
を
も
っ
て
終
始 

し
て
い
る
点
が
気
に
な
る
。
わ
が
国
の
資
本
主
義
の
特
殊
性
の
強
調
自
体
は
、
 

戦
前
の
〃
資
本
主
義
論
争
"

以
来
の
も
の
で
'

あ
り
、
原
理
的
に
は
正
し
い
と
©

 

わ
れ
る
が
、
た
だ
こ
れ
と
裏
腹
の
関
係
に
お
い
て
、.

西
欧
資
本
主
義
の
絶
対
視
.

. 

=

理
想
化
は
厳
に
慎
し
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ 

は
、
わ
が
国
の
社
会
科
学
研
究
に
根
強
く
存
在
す
る
伝
統
と
も
い
う
べ
き
で
あ 

ろ
う
*

最
後
に
、
き
わ
め
て
尨
大
に
し
て
広
沉
な
視
野
を
も
つ
著
者
に
ょ
っ
て
筆
者 

は
大
い
に
啓
発
さ
れ
、
社
会
政
策
理
論
に
お
け
る
経
済
理
論
と
と
も
に
社
会
理 

論
の
重
要
性
を
教
え
ら
れ
た
点
、
著
者
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
わ
し
た
い
.。
本

I

五
ニ 

(

八
ニ
四
>

書
は
、
た
ん
に
社
会
政
策
研
^:

の
：労
作
と
い
ぅ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
ろ
く
社
会 

科
学
广
と
く
に
社
会
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
熟
読
に
値
す
る
。
な
お
.

、
文
中
、

.

非
礼
に
わ
た
る
点
に
つ
い
て
は
、
著
者
の
御
寛
恕
を
切
‘

に
乞
ぅ
も
の
で
あ
る
。

■
(

日
本
評
論
社

•

昭
和
四
一
年
三
月
刊
V

A

5

 
•

五
三
四
頁

.

一
ー
.
〇

〇
0

円)

—
1

九

六

七•

五

，
六-
-

-

-

宮

鍋
.

幟

著
:

. 

.
 

.
 

,
 

■

.

.
 

-

『

■

ソ
'

ヴ
ヱ
.

ト
農
産
物
価
格
論

』

‘

,

•

•■
■

.

■

■

•

.

平

野

狗

子

農
産
物
価
格
は
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か
。
資
本
主
義
経
済
の
下
で
は
、
工
業 

部
門
の
価
格
決
定
が
，平
均
原
理
に
よ
る
の
に
対
し
て
、
農
業
部
門
の
価
格
は
限 

界
原
浬
に
よ
る
と
.

さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
.経
済
の
下
に
お
け
る
農
産
物
は
、 

"

農
業
部
門
の
価
格
決
定
に
作
用
す
る
独
自
的
要
因
"
に
如
何
に
規
制
さ
れ
て 

限
界
原
理
の
下
に
あ
り
、
し
か
も
い
か
に
.計
画
価
格
と
し
て
現
わ
れ
る
か
。
こ 

の
課
題
は
、
い
ぅ
ま
で
も
な
く
一 

に
農
業
部
門
の
価
格
決
定
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
問 

題
で
.
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
農
産
物
価
格
が
労
働
力
苒
生
産
費
の
大
き
な
部
分 

を
占
め
、
そ
の
価
格
が
す
べ
て
の
生
産
物
に
と
つ
て
の

(

企
業
計
算
に
よ
る)

生 

産
費
構
成
に
か
.

か

わ

.
り

を

も

っ

，
が

.

故
に
、
二
部
門
均
衡
的
発
展
へ
の
計
画
的
役

資
の
た
め
に
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な 

い
。
更
に
、
農
業
部
門
に
お
い
て
は
、
国
有
"
国
営
農
場
で
な
く
コ
.
ル
ホ
ー 

ス
、
す
な
わ
ち
集
団
的
企
業
が
支
配
的
で
あ
る
社
会
主
義
経
済
の
現
状
に
お
い 

て
は
、
国
営
企
業
の
生
産
物
の
計
画
価
格
決
定
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
、
集
団 

的
企
業
の
生
産
物
の
価
格
決
定
の
独
自
性
、
と
い
ぅ
課
題
も
含
ん
で
い
る
わ
け 

で
あ
る
。

本
書
は
、

ソ
ビ

H

ト
に
お
け
る
現
行
の
農
産
物
価
格
制
度
を
、
か

の

"
経
済 

改
革
"

に
お
け
る
全
価
格
制
度
改
革
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
解
明
し

(

第
一
章
、
 

第
一
節
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
産
物
の
買
付
価
格
、
第
一
一
節
ソ
フ
ホ
ー
ズ
農
産
物
の
引
渡
価 

格)

、
本
題
で
あ
る
社
会
主
義
の
も
と
で
の
農
産
物
の
価
値
と
価
格

(

第
二
章
、

. 

r

一
節
農
産
物
の
做
値
第
一
一
節
農
産
物
の
価
格
形
成
原
則
、..第
三
節
地
帯
別
価
格 

設
定
の
た
め
の
数
学
的
モ
デ
ル
、
第

四

節「

地
带
別
価
格」

対

「

単
一
価
格」

)

を 

論
じ
、
更
に
そ
の
結
果
と
し
て
問
題
と
な
る
^|

会
主
義
農
業
に
お
け
る
差
額
地 

代

(

第
三
章
、
第
一
節
論
争
の
概
要
、
第
二
節
社
会
主
義
差
額
地
代
.

の
基
本
問
題)

 

を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
重
要
性
に
も
拘
ら
ず
、
当
の
ソ
ビ
エ
ト
に
お
い
て
さ 

え

「

陽
の
あ
た
ら
な
い
場
所」

(

■?
ハ
プ
ロ
ス
•
エ
コ
ノ
ミ
キー

」

一
九
五
七
•
一一 

号)

で
あ

っ
た
農
産
物
価
格
論
に
関
し
、
我
が
国
で
従
来
殆
ん
/

ど
独
走
の
観
が 

あ
っ
た
奢
者
の
論
文
の
集
大
成
は
、
社
会
主
義
経
済
理
論
、
農
業
理
論
0

研
究 

者
に
と
っ
て
極
め
'

て
貴
重
な
、
必
読
文
献
と
な
っ
た
。
農
業
企
業
に
お
げ
る
蓄 

積
の
た
め
の
企
業
内
留
保
は
、
"

差
額
地
代
"
部
分
の
帰
属
と
し
て
農
産
物
面 

格
論
の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
"

利
潤
率
指
標
"

論

争

の

.
^
象

で

も

あ

る

こ
 

と
か
ら
、
.
土
地
国
有
を
前
提
と
し
た
集
団
的
如
勤
の
下
に
お
け
る
追
加
投
資
の 

生
産
性
の
差
に
蕋
づ
く
収
益
と
、.
所

謂
"

利
潤
"

と
の
関
連
を
ふ
く
め
て
、
更 

書

評

 

,

に
広
い
討
議
の
対
象
と
な
る
べ
き
領
域
な
の
で
あ
る
。

ニ

.

本
書
の
前
半
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、

一
九
五
三
年
か
ら
何
度
か
行 

わ
れ
た
農
産
物
価
格
の
引
上
げ
' 

コ
ル
ホ
I

ズ
企
業
経
営
の
安
定
性
確
保(

平 

均
水
準
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
猶
大
再
生
産
を
可
能
に
.す
る
企
業
内
留
保
が
実
現
ず
る
高
さ 

の
農
産
物
価
格
の
確
保)

対
策
を
中
心
に
、

一
九
五
八
年
の
M

T

C

シ
ス
テ
ム 

以
前
の
農
産
物
の
調
達
方
式
並
び
に
、
調
達
価
格
、
買
付
価
格
、
予
約
買
上
*曲 

格
の
よ
う
な
多
元
的
価
格
決
定
メ
ヵ
こ
ズ
ム
と
そ
の
及
ぼ
し
た
影
響
、

.

そ
の
欠 

陥
、
農
業
生
産
力
発
展
促
進
の
た
め
の
そ
れ
ら
.
の
改
訂=

単
一
価
格
シ
ス
テ
ム 

の
採
用
と
コ
ル
.

ホ
ー
ズ
の
効
率
化
地
帯
別
価
格
、
割
増
金
制
度(

一
九
六
五
年)

 

の
二
重
価
格
制
度
の
格
差
拡
大
問
題
な
ど
を
、

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ォ
ー
ズ
を 

比
較
し
な
が
ら
詳
細
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

ソ
ビ
エ
ト
農
業
史
始
ま
つ
て
以
来
の 

変
革
と
し
て
そ
れ
ら
の
解
明
は
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
し
、
又
い
わ
ぱ
本 

題
の
農
産
物
価
格
論
と
差
額
地
代
論
展
開
に
不
可
欠
の
前
提
と
し
て
そ
の
事
実 

認
識
と
解
明
視
角
を
問
題
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
紙
数
の
関
係
も
あ
つ
て
こ 

こ
で
は
割
愛
す
る
。
本
題
は
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ぬ
論
議
を
ふ
ま
え
て
い
る
か 

ら
で
あ
る
。

問
題
I

社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
い
て
、
農
業
部
門
の
生
産
物
の
社
会
的 

価
梅
は
何
に
よ
V

つ
て
決
定
さ
れ
る
か
。

.

.

資
本
主
義
経
済
の
下
で
は
、
農
産
物
は
、

ー
国
民
経
済
の
わ
く
の
中
'̂(

農 

産
物
需
要
を一

定
ど
し
て)

、

土
地
の
制
.

限
性
、
自

歡

的

諸
条

件

*
差

異

の

故 

に
.、
最
劣
等
地
或
い
は
最
終
的
に
投
下
さ

れ
る

最
も
生
産
性
の
低
い
単
位
当
り

一

五

三

(

八
ニ
五)



資
本
の
生
産
す
る
最
も
高
い
生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ
.

つ
て
、
社
会
的
価
値 

が
決
定
さ
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
工
業
部
門
の
価
格
決
定
メ
カ

ニ 

ズ
ム
に
お
け
る
平
均
原
理
に
対
す
る
：限
界
原
理
で
あ
る
が
、著
者
は
、社
会
主
義 

の
も
と
で
の
.
農
産
物
の
価
値
と
価
格
論
考
察
に
当
り
、
乎
均
原
理
説
主
張
者
と 

限
界
原
理
説
主
張
渚
の
対
立
の
批
判
的
解
明
か
ら
は
い
る(

一
九
五
八
年
九
月 

モ
ス
ク
ヮ
大
学
に
お
け
る
差
額
地
代
に
.

か
ん
す
る
学
術
討
論
会
、

一
九
六
ニ
年
六
月 

農
産
物
仙
格
形
成
に
か
.

ん
す
る
学
術
討
論
会
、
.

一
九
六
三
年
三
月
.価
格
形
成
問
題
に 

か
ん
す
る
学
術
討
論
会)

。
 

.

平
均
原
理
説
の
論
旨
は
、「

社
会
主
義
の
下
で
劣
等
な
生
産
条
件
は
存
在
し 

な
い
。
あ
る
の
は
劣
等
な
労
働
だ
け
だ

」
(

M

 
•

ソ
コ
ロ
フ)

に
集
中
的
に
表
現 

さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
社
会
主
義
経
済
の
土
地
国
有
の
下
で
は
、「

私
的
土
地
1

 

r̂

の
下
に
お
け
る
よ
う
な
、

土
地
の
有
限
性
や
土
地
種
類
の
差
異
は
存
在
し
な 

い」

か
ら
、「

マ
ル
ク
ス
の
い
う
よ
う

に」
(

例
の
資
本
論
第
三
巻

の

"
社
会
が
意 

識
的
•

計
画
的
に
組
織
さ
れ
た
場
合
の
止
揚
"

.

の
援
用)

、「

社
会
主
義
の
も

と
.

で 

は
工
業
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
農
業
に
お
い
て
も
、
生
産
物
の
社
会
的
価
値 

は

平
均

的

(

典
型
盼)

生
産
条
件
の
も
と
で
の
生
産
費
に
_

よ
つ
て
決
定
さ
れ
、
 

こ
れ
に
反
対
す
る
論
者
の
見
解
は
社
会
主
義
的
計
画
経
済
の
特
質
の

過
小
評
価 

お
よ
び
資
本
主
義
と
社
会
主
義
の
も
と
で
の
価
格
形
成
過
程
の
同
，一
視
に
！
づ

い
て
い
る

」
(

M

 

•
ソ
コ
ロ
フ)

と

.0
又
、

ス
ト
ゥ

ル
ミ
リ
ン
は
社
会
主
義
の
も

と
で
の
土
地
生
産
物
の
価
格
は「

価
値
法
則
.に
し
た
が
つ
て
利
用
さ
れ
る
土
地 

の
全
地
所
の
平
均
と
し
て
形
成
さ
れ
、
嵇
々
な
る

地
所
で
の
個
別
的
支
出
か
ら 

の
価
格
の
背
離
は
相
殺
さ
れ
る

か

ら

，で

あ

る

」

と

し

、
マ
ル
コ
フ
は
.「

資
本
主 

義
の
も
と
で

の
競
争
と
坐
産
の
無
政
府
性
が
存
在
す
る
結
果
と
し
.て
犮
立
す
る

1

五

四

(

八
ニ
六)

•

市
場
価
格
が
作
■

し
え
な
い
社
会
主
義
の
も
と
で
は
、
農
産
物
は
当
該
農
産
物 

の
大
部
分
を
生
産
し
て
い
る

.コ
ル
ホ
ー
ズ
で
支
出
さ
れ
た
平
均
的
労
働
時
間
の 

大
い
さ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る」

之
主

Û

て

い
る
、
と

(

本
書
五

一〜

五
三 

'M
W

著
者
は
、
、こ
れ
ら
の
.

平
均
原
理
説
に
は
"

根
本
的
な
難
点
"

と
し
て
、

/
差
額
地
代
の
形
成
原
因
に
対
す
る
根
本
的
誤
解
が
共
通
し
て
い
る

"
と

考
え
、
 

限
界
原
理
説
の
妥
当
性
を
主
張
し
て
お
ら
れ
る
。
私
も
又
、

そ
の
論
旨
に
全
く 

異
存
は
な
い
の
だ
が
、
何
故
に
、
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
農
産
物
の
社 

会
的
価
値
決
定
に
平
均
原
理
説
が
あ
ら
わ
れ
た
の
か
、
又
氏
が
差
額
地
代
"
部 

分
"

の
揚
棄
.

.

(

マ
ル
ク
ス
.

の
い
ぅ)

，
が
実
現
さ
.れ
る
べ
き
時
期
は
共
産
主
義
段 

階
だ
と
I

わ
れ
る
時
.
直
接
的
に
い
っ
て
い
か
な
る
条
件
が
そ
れ
を
実
現
す
る 

め
か
、
更
に
お
し
す
す
め
て
考
え
て
み
た
い
気
が
し
な
い
で
は
な
い
。

論
理
的
に
先
行
す
べ
き
後
者
を
実
現
す
る
条
件
は
何
で
あ
る
か
。

か
务
咏
か 

社
会
主
義
社
会
の
、

投
資
さ
れ
る
農
業
部
門
の
生
産
諸
条
件
の
格
差
の
縮
小 

(

自
然
改
造)

(

農
業
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
追
加
投
資
の
生
産
性
が
必
ず
し
も 

通
減
し
な
い)

.

を
前
提
と
し
た
、
.

計
画
価
格
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
の
変
化(

社
会
的
平 

均
的
労
働
時
間
に
よ
る
決
定)

を
可
能
に
す
る
、
現
行
ホ
ズ
ラ
. 

'
ゾ
チ
ョ
ー

ト

制
 

度
'
.
八
少
く
と
も
現
段
階
で
強
め
ら
れ
た
、
物
質
的
刺
激
を
重
視
し
、
企
業
格
差 

の
開
き
ぅ
る
企
業
自
主
性
の
增
大
方
向
を
向
い
て
い
る
，

〉

の

変

質

(

？

)

が
認 

め
ら
れ
.ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

地
帯
別
価
格
決
定
_

の
縮
小
が
、
企 

業
別
累
進
所
得
税
に
よ
る
恙
額
地
带
部
分
の
国
撖
吸
収
、
西
投
資
シ
ス
テ
ム
の 

強
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
生
産
単
位
に
お
け
る
独
立
採
算
制
の
本
質
的
意
義
の
洱 

検
討
の
上
に
立
論
さ
れ
る
べ
き
で
、
し
か
も

そ
れ
は
農
業
部
門
に
限
ら
ず
、

生 

産
手
段
が
社
会
化
さ
れ
、
計
画
化
さ
れ
た
経
済
に
お
け
る
投
下
労
働
の
社
会
的

実
現
の
様
式
の
一
般
的
課
題
で
あ
る
の
で
あ
る
が

…

：
o

そ
の
意
味
で
現
段
階 

に
お
け
る
平
均
原
理
説
の
登
場
は
、
誤
り
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
立
論 

の
基
盤
は
考
察
に
値
し
ぅ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

中
国
で
は
、
土
地
所
有
そ
の
も
の
も
国
有
で
は
な
く
、
集
団
的
所
有
で
あ 

り
、
従
っ
て
、
差
額
地
代
部
分
が
集
団
的
企
業
に
属
す
原
則
に
立
つ
こ
と
に 

な
る
社
会
主
義
経
済
の
下
で
、
し
か
も
農
業
技
術
水
準
が
ょ
り
低
位
で
、
.
企 

.

業
間
の
生
産
諸
条
件
の
差
異
が
大
き
い
た
め
に
、
地
带
別
価
格
を
前
提
と

し 

て
も
、
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
の
差
は
極
め
，て
大
き
く
 

(

同
一
人
民
公 

.

.

社
の
興
っ
た
生
産
隊
間
に
お
い
て
さ
え)

、
し
か
も
そ
の
差
額
の
平
均
t

に
激 

し
い
抵
抗
感
が
も
た
れ
た

(

一
九
五
九
年
、公
社
化
後
、反
生
産
隊
の
優
等
な
条 

件
の
下
に
お
け
る
義
地
代
部
分
の
プ
丨
ル
化
、
同
一
公
社
の
劣
等
な
条
件
の
也 

.

産
隊
へ
の
洱
投
資
に
ょ
る
生
産
条
件
の
引
上
げ
、.
上
水
準
へ
の
均
質
化
計
画
が
惡 

平
均
主
義
と
し
て
整
頓
さ
れ
た)

。
こ
の
こ
.

と
は
、：
平
均
原
理
へ
の
11

哿
が
本 

来
価
格
決
定
機
構
の
問
題
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
幅
な
農
業
資
金
の
蓄 

積
、
農
業
企
業
全
般
の
生
産
力
水
準
の
均
質
的
飛
躍
的
発
展
と
、
そ
れ
に
支 

え
ら
れ
た
純
所
得
一
般
の
塯
犬
が
絶
対
的
前
提
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い 

る

す

な
,̂

ち

.

古
典
的
命
題
.
を
実
現
す
る
"

社
会
主
義
経
済
"

'

は
' 

生
産 

手
段
の
社
会
化
、
意
識
的
計
画
化
さ
れ
る
社
会
の
社
会
的
生
産
力
の
あ
る
限 

度
以
上
の
高
さ

(

そ
れ
は
歴
史
的
に
獲
得
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
し
て
の)

 

を
暗
黙
の
内
容
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

著
者
は
所
有
の
二
形
態
を
前
提
と
し
、

コ
ル
ホ
！
ズ
農
産
物
価
格
が
ソ
フ
ォ 

丨
、ズ
農
産
物
価
格
ょ
り
高
く
設
定
さ
れ
て
い
て
も「

農
産
物
.

の
価
値
形
成
条
件
- 

は 
全
国
民
経
済
に 
と 

つ
て
単
一
で
あ
る」

(

パ
シ
ュ
コ
フ

)

主
張
を
是
と
し
、
両

.
書

評

生
産
物
は
共
に
眼
界
原
理
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る 

(

六
一
頁)

。
そ
し
て
、
所
有
の
.

二
形
態
で
な
く
、

単
一
の
全
人
民
的
所
有
に
も 

之
づ
く
社
会
主
義
の
も
と
，で
の
農
業
に
お
け
る
価
値
法
則
は
、
.
コ
ル
ホ
丨
ズ
に 

よ
る
土
地
の
経
営
独
占
が
消
滅
す
る
こ
と
で
、
平
均
原
理
に
し
た
が
う
と
す
る 

ハ
シ
ュ
コ
フ
に

•

対

し

て

、

企

業

，の

「

経

済

的

自

主

性

」
Q

K
O
H
O
M
H
H
e
c
K
a
H

 

o

oxo
c
o
e
J
I
e
H
H
O
C
T
b
)

が
ホ
ズ
ラ
シ
チ
ョー

.

ト
制
と
し
て
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
 

「

国
営
セ
ク
タ
ー
内
部
に
所
有
主
体
と
経
営
主
体
の
分
離
の
関
係」

.

(

六1
1

頁)
 

を
生
み
出
す
か
ら
、
ソ
フ

ォ
ー
ズ
と
い
え
ど
も「

経
営
独
占」

を
い
み
す
る
こ 

と
と
な
り
、「

独
占
さ
れ
う
る
一
自
然
力
の
充
用」

は
限
界
原
理
の
贳
徹
を
意 

味
す
る
こ
.

と
に
な
り
は
し
な
い
か
と
い
う
問
題
提
起
を
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の 

点
は
正
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

問
題
n

コ
ル
ホ
ー
ズ
生
産
の
農
産
物
が
、
価
値
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
と
同
時
.

に
、
最
劣
等
地
を
耕
作
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
経
営
に
も
っ
正
常
な
遂
行」 

を
保
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
は
、
新
し
い
段
階
に
お
け
る
価
格 

決

定

メ

カ

一

一

ズ

ム

の

再

検

討

の

中

で

、
，

肖
然
の
こ
と
と
し
て
、
他

部
門
と
同
様 

価
値
説
1

、「

平
均
価
値」

説
、
生
産
価
格
説
、「

国
民
経
済
的
原
価
説」

の
対
立 

の
形
を
と
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
。

著
者
は
そ
の
命
題
を
ま
ず
質
付
価
格
か
ら
コ
ル 

ホー

ズ
の
生
産
物
原
価
を
さ
し
ひ
い
た
各
種
フ
ォ
ン
ド
に
あ
て
ら
れ
る

部
分
を 

国
家
小
売
価
格
か
ら
"

コ
ル
ホ
ー
ズ
疋
支
払
う
買
付
倘
格
+

流
通
費
用
"
を
差 

引
い
た
剰
余
生
産
物
部
分
か
ら
区
別
し
、

具
体
的
に
設
定
し
た
上
で
、

問
題 

は

「

剰
余
#
産
物
価
値
も
し
く
は
純
所
得
の
農
産
物
種
類
別
配
分
の
問
題
に
帰 

着
す
る
1_

と
す
る
。
消
費
敗
価
格
と
生
産
財
価
格
の
異
つ
た
価
格
決
定
と
価
格 

格

差

を

「

単
一
価
格
水
準
に
も
と
づ
く

新
し
い
価
格
体
系
を
う
ち
た
て
る

た
め

.一
五
五(

八
4
 

>ー
 

七)



の
方
i

甚
礎」

を
与
え
る
た
め
の
.

、：：価
格
決
定
原
則
を
め
ぐ
る
論
争
^

お
い
.

'

 

て

著

者

は

ま

ず

論

争

点

を

中

心

'に
ス

.ト
ゥ
ル
ミ
リ
ン
、

7-
M

モ
ー

ヒ
，..ン
に
$

 

.
 

表

さ

れ

る

，価

値

説

、コ
ン
ド
ラ
シ
ョ
フ
な

ど

の

「

平
均
価
値」

：説

、

ロ
'
マ
ン
チ 

ヱ
ン

コ

な

ど

の.「
生
産
価
格」

説
の
論
理
的
整
理
と
そ

れ

ら

の

欠

陥

を

明

ら

か 

に
す
る
。.
六
五
年
九
月
以
降
の
い
わ
ゆ
る「

利
潤
方
式」

全
面
的
実
施
に
ふ
み 

き
っ
た
今
日
、「

生
産
価
格」
説
が
ソ
速
で
決
定
的
に
有
力
と
な
り
、

そ
れ
が
. 

「

現
実
の
.

国
民
経
済
的
支
出
を
ょ
.
'り
正

し
く
反
映

」

す

る

(

力
ン
ト
口

ヴ
ィ
ッ
，
. 

チ)

：
こ
と
を
確
認
し
た(

七
八

頁〉
と
し
て
い
る
著
者
自
身
は「

利
潤
：が
投
資 

の

属

経

済

的

効

率

の

唯

|

の
®

準」
(

傍
点
筆
者)

：と
は
認
め
難
い
こ
と
、
追 

ヵ
投
資
は
&

資
の
さ
い
.

た
だ
ち
に
利
潤
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
な
べ
、
嚴
来
に
お
.

I

て
禾
渭
を
あ
げ
う
る
.
ケ
ー
ス
.

が
本
M

定
的
に
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、

非
生 

産
的
用
途
の
投
資
や
企
業
の
効
率
が
実
際
に
多
岐
に
わ
た
る
こ
'と

、

.
な

ど

の
点 

が
難
泠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

.こ

...
の
課 

題
は
全
く
困
難
な
、
あ
る
い
は
矛
盾
し
た
内
容

(
a

マ
ン
チ
エ
シ
コ
、
七
四

頁)

を
持
ち
、
政
策
突
施
と
理
論
的
確
定
の
間
に
も
距
離
が
あ
る
の
で
即
時
的
に
言 

い
が
た
い
が
、
I

の
間
題
と
も
関
速
し
て
企
業
の
ホ
ズ
ラ
シ
チ

ョ
ー
ト
制
と

資 

本
効
率
化
と
社
会
主
義
的
計
画
化
の
今
後
解
決
に
積
み
®

ね
て
ゆ
く
べ
き

課
題 

な
の
で
あ
ろ
う
。
所
謂
破
値
•

価
格
論
争
、
利
潤
賢
の
理
解
の
消
化
さ
れ
た 

整

理

は
%

^

_

研
究
の
域
に
至
ら
な
い
学
生
な
ど
に
は
簡
潔
す
ぎ
る
ほ
ど
で
、

. 

農
業
部
門
に
お
け
る
諸
説
と
そ
の
具
体
的
な
問
題
の
所
在
を

指
摘
し
て
余
す
と 

こ
ろ
が
な
い
。
 

,

問
題
01

社

会

主

義

経

済

の

下

で

、
.
"
差

額

地
代

"
を
成
立
せ
し
め
う
る
直 

^

的
契
機
を
何
に
求
め
る
か
、
と
い
う
問
題
提
起
に
対
し
、
著
者
は
、「

一
般

•
 

m

六

(

八
二
八)

的
条
件
と
し
て
は
社
会
主
義
の
も
と
で
も
な
お
存
在
す
る
⑴
土
地
の
有
限
性 

(

と
く
に
優
ゆ
地
の
そ
れ)

と
⑵
土
地
の
豊
度
お
ょ
び
位
置
の
差
異
、
葭
接
的 

.

原

因

と

し

.鼠

は

同

様

に

社

会

主

義

ひ

も

と

で

も

存

在

す

る
⑴
所
有
の

二

形
態
と 

'(
2

商

品

生.
産

=

価

値

法

則

を

あ

げ

る

」

、
' 

ボ
.

ル
ゴ
フ
や
コ
.ヴ
ァ
レ
ヴ
ァ
説
を 

V

ち
お
ぅ
正
し
い
と
考
え
る
。
ボ
ル
ゴ
フ
や
コ
ヴ
ァ
レ
ヴ
ァ
と
著
者
が
異
る
の 

'

は

「

経
営
対
象
と
し
て
の
土
地
独
占
を
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
み
に
認
め
る
こ
と
に 

ょ
っ
て
ッ
フ
ォ
ー
ズ
差
額
地
代
を
否
定
す
る」

(

.

一
ニ
ニ
頁)

彼
ら
に
対
し
て
、
 

著

者

は

ソ

フ

ォ

ー

ズ

.
差

額

地

代

を

認

め

る

立

場

に

あ

る

こ

と

が

両

若

の

差
^

と
 

し
て
の
こ
る
か
ら
で
.
あ
る
。「

経
済
学
教
科
書」

第
三
版
が
、
新
し
く
国
営
企 

業
の
下
に
お
け
る
"

差
額
地
代
の
性
格
を
も
つ
追
加
所
得
"

.

を
認
め
、「

コ
レ 

ホ
ー
ズ
の
差
額
地
代
と
違
っ
て
そ
っ
-

く
り
国
家
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る」

と
し 

た
点
を
指
摘
し
、
著
者
は
、
差
額
地
代
形
成
の
直
接
的
原
因
を
価
値
法
則
な
い 

し
商
品
生
産
の
存
在
に
の
み
求
め
る
バ
チ
ユ

ー

リ

ン
ら
が
ソ
フ
ォ
ー
ズ
差
領
他 

代
を
猙
明
出
来
な
し
の
は
当
然
で「

か
れ
ら
の
見
解
が
あ
^
ま
り
で
あ
る
こ
と 

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る」

、
と
す
る
。「

土
地
所
有
の
主
体
と
は
区
別
さ
れ
た
土
地 

経
,

3

の

主

体

の

存

在

を

直

接

的

原

因

に

ふ

く

め

る

の

で

な

け

れ

ば

地

代

,

系
の 

発
生
を
云
々
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る」

(

ニ
一
三
頁)

。
す
な
わ
ち
、

- 

ソ
フ
ォ
ー
ス
■

も
土
地
の
経
営
独
占
に
立
つ
と
考
え
、
そ
し
て
そ
こ
に

「

货
^
杓 

自
立
性」

が
存
在
す
る
か
ぎ
ゥ(

「

生
産
力
発
展
水
準
の
低
位
性
が
客
観
的
菡
礎
と

な
っ
て
い
る
労
働
の
性
格
-

-

-

-物
質
的
刺
激
の
必
要
性
が
前
提
と
な
る
1_《

一
二
六

頁
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に

妥
当
性
を
も
つ
重
要
な
指
摘
.

で
あ
る)
)
)

単
一

の
全
人
民
所 

有
の
下
に
お
い
て
も
、
商
品
生
産
が
存
在
し
、「

一
般
に
社
会
主
義
の
も
：と
で 

土
地
経
営
を
行
う
部
門
に
は
差
額
地
代
範
疇
が
存
在
す
る」

こ
と
に
な
る
。

経

济
自
立
性
存
在
の
原
因
は
、
前
項
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
困
難
な
我
々
の
課
題
で 

あ
る
。

.

問

題

汉

差

額

地

代

の

分

配

原

則

。‘
。土

地

が

国

有

(

全

人

民

的

所

有

)

の
下 

で
の
差
額
地
代
は
ど
こ
に
帰
属
す
べ
き
か
、
と
い
う
命
題
に
対
し
て
、
国
家
が
土 

地
所
有
者
で
あ
り
、「

社
会
主
義
の
も
と
で
も
差
額
地
代
が
"
土
地
所
有
の
経
済 

的
自
己
樊
现
形
態
"

と
み
な
さ
れ
て
い
る」

以
上
、
国
家
に
収
取
さ
れ
る
べ
き 

で
あ
る
、
と
す
る
見
解
と
、
国
家
の
手
に
入
る
の
は「

土
地
所
有
者
と
し
て
で 

は
な
く
、
こ
の
差
額
地
代
部
分
が
本
•質
的
に
は
社
会
の
た
め
の
剩
余
生
産
物
だ 

か
ら
、
"

無
償
の
自
然
力
"

に
む
す
び
つ
い
た
■

追
加
的
生
産
物
だ
か
ら
で
あ
る」 

と
す
る
考
え
が
対
立
す
る
が
、
著
者
は
こ
の
両
，者
の
立
論
の
‘根
拠
の
い
ず
れ
も 

本
：！

定

す

る

こ

a
j

は

出

来
.̂

い
と
す
る
。

コ
ゾ
ド
工
フ
説

(

後
者)

自
体
に
つ
い 

て
、
.

又
土
地
が
国
有
化
.

さ
れ
て
い
な
い
.

"

人

民

民

主

主

義

国
"

に
お
け
る
差
額
■ 

地
代
の
一
部
が
国
家
に
収
用
さ
れ
る
こ
と
、
社
会
主
義
の
も
と
で
.は
土
地
が
無 

償
利
用
で
あ
り
、
地
代
.
は
借
地
料
の
形
.

態
を
と
ら
な
い
と
い
う
通
説
の
！

$

検
討 

か
ら
、著
者
は
コ
ゾ
ド
工
フ
説

批
判
に
ま
わ
る

に
至
っ
た
理
論
的
根
拠
な
ど
が
、
 

い
ず
れ
も
体
系
的
に
十
分
な
頁
を
と
ら
れ
て
い
な
い
の
で
よ
く
わ
か
ら
な
い 

が
、
生
産
手
段
の
私
的
所
有
を
前
.提
と
し
た
社
会
に
お
け
る
国
有
と

社
会
主
義 

経
済
に
お
け
る
国
有

=

生
産
手
段
の
私
的
所
有
の
揚
棄
と
し
.

て
の
社
.

会

化

の
. 

根

本

的

相

違

(

し
た
が
っ
て
"

土
地
所
有
の
_

己
実
現
形
態
と
し
て
の
地
代
〃
と 

い
う
概
念
が
、
社
会
主
義
社
会
の
下
で
の
、，
全
人
民
的
所
有
た
る
土
地
の
国
有
に
あ 

て
は
め
ら
れ
う
る
か
？)

.

、
そ
の
よ
う
な
〃
国
有
"

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
〃
所
有
主 

体
と
経
営
生
体
の
分
'

離
"
も
た
と
え
ば
資
本
主
義
及
び
そ
れ
以
前
め
私
有
一
般 

の
場
合
と
異
る
の
で
あ
る
し
、
又
土
地
利
用
の
効
率
化
の
た
め
，の

："
借
地
料
"

書

評

な
い
し
、
土
地
料
金
概
念
の
設
定
が
た
だ
ち
に
土
地
の
無
償
利
用
と
い
ぅ
古
典 

的

命

題

と^-
立

す

る

こ

と

にも
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か〈

効
率
化
を
促
進
す 

る
た
め
の
土
地
料
金
の
設
定
は
、
私
的
土
地
所
有
を
.

前
提
と
す
る
、
地
代

——

土
地
所
有
の
自
己
実
現
形
態
と
し
て
の
-

-

-

-と
は
質
的
に
異
る
と
思
わ
れ
、
こ

.

こ
に
又
例
の
、-

ホ
ズ
ラ
シ
チ
ョ
ー
ト
制
と
、
企
業
の
経
済
的
自
立
性
の
問
題
が 

顔
を
出
す
が〉

と
す
る
問
題
が
更
に
社
会
主
義
経
済
の
下
に
お
け
る
地
代
概
念 

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と
こ
ろ
と
な
ろ
ぅ
。

以
上
の
他
、
差
額
地
代
n

の
重
要
な
課
題
を
は
じ
め
、
地
帯
別
価
格
と
単
一
価 

格
、
地
帯
別
価
格
設
定
の
た
め
の
数
学
的
モ
デ
ル
、
農
産
物
価
格
の
相
互
関
係 

な
ど
、

本
書
は
社
会
主
義
農
業
理
論
の
原
型
を
八
論
文
、

-
i

四
〇
頁
の
中
に
ふ 

く
ん
で
、
学
ぶ
と
こ
ろ
、.
考
え
る
と
こ
ろ
、
討
論
す
べ
き
と
こ
ろ
の
尽
く
る
果 

て
を
知
ら
な
い
。
我
が
国
に
お
け
る
か
か
る
専
門
的
な
書
物
の
.発
刊
が
及
ぼ
す 

意
義
は
は
か
り
し
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(

岩
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